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●ぶらり～っと病院探訪　～画像診断センターのご紹介～
●マスク着用のご協力をお願いします
●小児救急集中治療科の活動が第2回「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」医療の部で表彰
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がん患者さんとご家族をサポートとします
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赤ちゃんにやさしい医療を
提供します新生児内科

患者さんや
地域医療機関への
メッセージ

新生児期の様々な疾患に対応できる
ように関連科の協力をえて診療して
います。退院後のフォローアップ外来
やシナジス外来も担当しています。 

構成メンバー

提供する主な活動内容

西田吉伸、飯尾　潤、北村律子、
高原賢守、松島智恵子、三宅史人、
本倉浩嗣、湯井万里子

●総合周産期医療センター新生児部門として新生児集中治療と
その後のフォローアップ 

●ハイリスク分娩の立ち合い、産科管理新生児
の診察

●出生前から入院中、退院後にいたるまで看護
師、MSW、リハビリテーション科療法士、
心理士、栄養士の協力をえた総合的な支援

新生児内科では新生児集中治療室・新生児
回復治療室（NICU・GCU）で早産低出生
体重児、先天性の病気をもつ新生児、呼吸
障害、低血糖、黄疸、感染症、嘔吐、けいれん
などを新生児期に発症した院内院外で出生
し依頼を受けた児の診療を行っています。
周産期医療センターNICU・GCUでスタッフ
一同赤ちゃんにより良い医療を提供できる
ように努めています。

【後列左から】天満／本倉／三宅／飯尾／西田
【前列左から】高原／湯井／北村／松島



耳鼻咽喉科
頭頸部外科

的確な診断と治療により
命と機能を守ります！

患者さんや地域医療機関への
メッセージ

患者さんひとりひとりに寄り添い心の
通った診療をモットーに耳鼻咽喉科・
頭頸部外科疾患全般に対して高水準
の医療を提供します！

構成メンバー

提供する主な活動内容

★頭頸部がん

当科は頭頸部領域（上は頭蓋底から下は鎖骨まで）に生じる疾患全般を
取り扱っています。聴覚、嗅覚、味覚、平衡感覚、咀嚼・嚥下、発声、呼吸
など人が生きていくうえで欠かせない機能が集中しており、命を救うと
同時にそれらの機能を最大限守る治療を心がけています。

常勤医師5名・非常勤医師2名

隈部 洋平

石川 正昭

診療科長・部長

●日本頭頸部外科学会認定
　頭頸部がん専門医・指導医
●日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会認定
　耳鼻咽喉科専門医・専門研修指導医
●日本がん治療認定医機構認定
　がん治療認定医
●日本気管食道科学会認定
　気管食道科専門医
●頭頸部光免疫療法治療医

医長

●日本耳鼻咽喉科頭頸部
　外科学会認定
　耳鼻咽喉科専門医

『手術数でわかる
　　いい病院2023』
（週刊朝日MOOK）
地方別ランキング：
　　頭頸部がん手術

口腔・咽頭・喉頭・鼻副鼻腔・甲状腺・唾液腺など、
頭頸部領域の悪性腫瘍に対して手術を中心に放射線
治療や抗がん剤治療を組み合わせて治療を行って
おり、症例数は地域有数です。根治を追求したうえで
治療後の機能を守ることにもこだわっています。

★鼻副鼻腔疾患
主に内視鏡手術による治療を行っています。指定難病
である好酸球性副鼻腔炎に対しては症例に応じて
生物学的製剤も使用し制御を目指しています。また、
呼吸器内科やリウマチ科などと連携し全身の好酸球性
疾患を考慮した治療戦略を立てています。

★その他
耳疾患（真珠腫、中耳炎、耳硬化症、顔面神経麻痺
など）、音声疾患（声帯ポリープや声帯麻痺など）、
嚥下障害に対する治療（主に手術）に力を入れて
います。

【後列左から】篠原／須古／森脇／隈部／石川／石山
【前列左から】籔内／初川／児玉／安田

初川 博厚（医長）／安田 佳織（フェロー）
児玉 汐梨（専攻医）
篠原 かおる（非常勤）／籔内 咲（非常勤）



患者さんや
地域医療機関への
メッセージ

院内紹介のみですが、腫瘍内科医師
の外来診療（週 3 日 火・水・木）を行っ
ており、皆様のご期待に応えるために
一層レベルアップしたがん診療を提供
しています。ぜひお声かけ下さい。
また、がん相談、患者サロンは当院か
かりつけの方だけでなく、他の病院の
患者さんやご家族、地域の方でも利用
できます。

AGMC ニュース

がんセンターで
どんなことをするの？

「がんセンター」開設！
がん患者さんとご家族を
サポートします

令和5年3月1日、北館に「がんセンター」が開設され、患者さんの治療選択やケアについて包括的な
サポートを行うことになりました。

腫瘍内科医が中心となり、遺伝子パネル検査（今年中のがんゲノム
医療連携病院資格取得を目指し準備中）による治療選択肢の検索の
他、患者さんの治療方針相談、遺伝性腫瘍カウンセリング、がん
相談、がん登録など、がん診療について幅広い活動を行います。

1

2

3

がん情報コーナー

●問い合わせ先：経営企画課

がんに関する図書やパンフレットなどを自由に閲覧いただく（現在
準備中）ほか、ウィッグの展示紹介など治療の副作用サポートに
ついて情報提供を行います。院内外の方が利用可能です。

構成メンバー
腫瘍内科医（非常勤）、がん薬物療法専門医、臨床遺伝専門医、
がん専門相談員、がん看護専門看護師、緩和ケア認定看護師、
がん登録員、受付事務職員

化学療法担当部長

諏訪 裕文
腫瘍内科

森 由希子

腫瘍内科

野村 基雄
腫瘍内科

山村 彰吾



DONATION

ぶらり～っと

病 院 探 訪

当院は、地域の皆様とともに、より
地域に開かれた病院づくりを進めていく
ため、寄附を受け入れております。
皆様のご支援・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

ご寄附の趣旨に沿って、当院の運営のための機器購入や臨床研究、
スタッフ育成など、幅広く活用させていただきます。

ご寄附のお願い

兵庫県立尼崎総合医療センター  総務部総務課
〒660-8550 尼崎市東難波町2-17-77
TEL.06-6480-7000（代表）

●寄附の使途

●寄附のお申し込み・お問合せ先

画像診断センター紹介

ご寄附のお願い

新 たに完成した北館に画像診断
センターが稼働を開始いたしま

した。センターで診断医が集中して読影
できる体制を整え、質の高い放射線
レポートを提供することを目指しています。
カンファレンスやコンサルテーション機能
も強化し、各診療科とのカンファレンスも
密を避けて行うことができるようになり
ました。今後とも地域の先生方とのコミュ
ニケーションをより密にしながら、地域と
一体となった放射線診療に貢献
していきたいと考えています。
これからもどうぞよろしくお願い
いたします。
（放射線診断科　金柿光憲）
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Hyogo Prefectural Amagasaki General Medical Center （Hyogo AGMC）

入学、就職などで新生活を始められた方も多いのではないでしょうか。
私は、変わらず同じ職場ですが、人が入れ替わるこの時期は少しドキドキ

します。新しい出会いも大切にしながら、心機一転また頑張ろうと思います。
また、気温も少し暖かくなりましたね。ピクニックやお花見の季節ですが、マスクの着用など、

コロナウイルス感染拡大防止対策をしながら楽しみたいですね。（S.K）

編 集
後 記
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公益財団法人岩佐教育文化財団は、地球の大切さの啓蒙
と、児童および青少年の心身の健全な発達等に寄与すること

を目的に設立された団体で、国連が掲げるSDGsの分野で著しい貢献または研究・普及啓発に対する顕彰
と、児童や青少年の健全な育成に関する事業を行っています。この度、当センター伊藤先生を中心とする小児
救急集中治療科の活動が医療の部で表彰を受けました。阪神南北医療圏における小児救急医療の最後の砦
として24時間365日対応し、年間6000人以上の小児救急患者の受入れを行っている事や、国内で初めて
小児に特化したドクターカーを導入した事など、医療活動への多大なる尽力が表彰されました。

不織布マスクの正しい着用について
2023年3月13日から国におけるマスク着用の考え方が見直しとなり

ましたが、重症化リスクの高い方への感染症を防ぐため、院内では引き
続き、不織布マスクを着用いただきますよう、みなさまのご理解とご協力を
お願いします。

当科の取り組みに対して賞をいただき嬉しい限りです。医師や看護師だけで
なくドクターカー運営や小児病棟運営に関わる全てのスタッフが、毎日こども達
のために真摯に向き合っていることを評価いただいたと思っています。尼崎
総合医療センターがあるから安心してこの街に暮らせる、そんなふうに患者さん
や地域の医療機関の方々に思っていただけるよう、元気になるこども達や
御家族の笑顔を想像しながらこれからも活動していきます。

伊藤雄介先生からの受賞コメント

小児救急集中治療科の活動が
第2回「SDGsジャパン
　　　　スカラシップ岩佐賞」
医療の部で表彰されました。


